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「評価実施要項」の一部修正について

１．修正内容
(1)「実施体制」「委員会等の構成」の修正
【修正理由】

①達成状況判定会議では、「チーム」内に複数の評価作業を行う部会を置いて作業を行うことから、この作業部会の名称
を「チーム」とし、これまでの「チーム」を「グループ」という名称とする。グループには、グループリーダー及び
サブリーダーを置き、グループにおける意見の取りまとめ、グループ内の連絡調整及び評価委員会との連絡調整を行
う。

②現況分析部会の構成を国立大学教育研究評価委員会委員と専門委員としていたが、現状分析結果は達成状況判定会議
で確認することから、現況分析部会は専門委員だけの構成とする。

③（案）としていた達成状況判定会議、現況分析部会の編成及び研究業績水準判定会議の専門部会を確定する。

【修正箇所】
修正に関して、以下で新旧対照表を示しており、修正箇所は赤部分になります。
※以下に示す修正箇所以外の本文中の「チーム」の表現は、全て「グループ」の表現に修正します。

P5 「第１章 実施体制」の図 （新旧対照表）

旧 新

国立大学教育研究評価委員会 国立大学教育研究評価委員会

運営小委員会 運営小委員会

【達成状況判定会議】 【達成状況判定会議】

チーム編成（案） グループ編成

第１チーム 第２チーム 第３チーム 第４チーム 第５チーム 第１グループ 第２グループ 第３グループ 第４グループ 第５グループ

会議 会議 会議 会議 会議 ・・・・ 会議 会議 会議 会議 会議 ・・・・

【現況分析部会】 【現況分析部会】

部会編成（案）
研究業績水準判定組織(各分野2名以上）

部会編成
研究業績水準判定組織(各分野2名以上）

人文科学系 社会科学系 理学系 情 報 学 神経科学 実験動物学 人文科学系 社会科学系 理学系 情 報 学 神経科学 実験動物学

部会 部会 部会 専門部会 専門部会 専門部会 部会 部会 部会 専門部会 専門部会 専門部会

工学系 農学系
・・・・・

人間医工学
・・・・・・66分野

工学系 農学系
・・・・・

人間医工学
・・・・・・66分野

部会 部会 専門部会 部会 部会 専門部会
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P6 「（２）達成状況判定会議」 （新旧対照表）

旧 新

② 達成状況判定会議は、評価委員会委員及び専門委員によって構成 ② 達成状況判定会議は、評価委員会委員及び専門委員によって構成

します。具体的な評価を実施するために、会議内に対象国立大学法人 します。具体的な評価を実施するために、会議内に対象国立大学法人

等の状況に応じた「チーム」を編成します。チーム主査は、当該チー 等の状況に応じた「グループ」を編成します。グループリーダー及び

ムにおける意見の取りまとめ、チーム内の連絡調整及び評価委員会と サブリーダーは、当該グループにおける意見の取りまとめ、グループ

の連絡調整を行います。 内の連絡調整及び評価委員会との連絡調整を行います。

③ 以下の８チームを編成します。各チーム間の調整は、必要に応じ ③ 以下の８グループを編成します。各グループ間の調整は、必要に

て、評価委員会に設置された運営小委員会で行います。 応じて、評価委員会に設置された運営小委員会で行います。

チーム（案）：第１チーム会議、第２チーム会議、第３チーム会議、第 グループ：第１グループ会議、第２グループ会議、第３グループ会議、

４チーム会議、第５チーム会議、第６チーム会議、第７チーム会議、 第４グループ会議、第５グループ会議、第６グループ会議、第７グル

第８チーム会議 （計８チーム） ープ会議、第８グループ会議 （計８グループ）

P6 「（３）現況分析部会」 （新旧対照表）

旧 新

③ 現況分析部会は、評価委員会委員及び専門委員によって構成しま ③ 現況分析部会は、専門委員によって構成します。（略）

す。（略）

学系部会（案）：人文科学系、社会科学系、理学系、工学系、農学系、 学系部会：人文科学系、社会科学系、理学系、工学系、農学系、保健

保健系、教育系、総合科学系、特定領域系、大学共同利用機関 （計1 系、教育系、総合科学系、特定領域系、大学共同利用機関 （計10部

0部会） 会）

P7 「（４）研究業績水準判定会議」 （新旧対照表）

旧 新

研究業績水準判定組織の専門部会（案） ：情報学、神経科学、実験 研究業績水準判定組織の専門部会 ：情報学、神経科学、実験動物学、注） 注）

動物学、人間医工学、健康・スポーツ科学、生活科学、科学教育・教 人間医工学、健康・スポーツ科学、生活科学、科学教育・教育工学、

育工学、科学社会学・科学技術史、文化財科学、地理学、環境学、ナ 科学社会学・科学技術史、文化財科学、地理学、環境学、ナノ・マイ

ノ・マイクロ科学、社会・安全システム科学、ゲノム科学、生物分子 クロ科学、社会・安全システム科学、ゲノム科学、生物分子科学、資

科学、資源保全学、地域研究、ジェンダー、哲学、文学、言語学、史 源保全学、地域研究、ジェンダー、哲学、文学、言語学、史学、人文

学、人文地理学、文化人類学、法学、政治学、経済学、経営学、社会 地理学、文化人類学、法学、政治学、経済学、経営学、社会学、心理

学、心理学、教育学、数学、天文学、物理学、地球惑星科学、プラズ 学、教育学、数学、天文学、物理学、地球惑星科学、プラズマ科学、

マ科学、基礎化学、複合化学、材料化学、応用物理学・工学基礎、機 基礎化学、複合化学、材料化学、応用物理学・工学基礎、機械工学、

械工学、電気電子工学、土木工学、建築学、材料工学、プロセス工学、 電気電子工学、土木工学、建築学、材料工学、プロセス工学、総合工

総合工学、基礎生物学、生物科学、人類学、農学、農芸化学、林学、 学、基礎生物学、生物科学、人類学、農学、農芸化学、林学、水産学、

水産学、農業経済学、農業工学、畜産学・獣医学、境界農学、薬学、 農業経済学、農業工学、畜産学・獣医学、境界農学、薬学、基礎医学、

基礎医学、境界医学、社会医学、内科系臨床医学、外科系臨床医学、 境界医学、社会医学、内科系臨床医学、外科系臨床医学、歯学、看護

歯学、看護学 学
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(2)「水準判定に当たっての留意事項」の修正
【修正理由】

「水準判定に当たっての留意事項」として、根拠となる資料・データが不足していたり、記述が不明瞭な部分があり分
析ができない場合「判断保留」とし、不明な点を「訪問調査時の確認事項」として大学等へ問い合わせることとしていた
が、大学等の負担を考慮するとともに、現況調査表を基に分析、判断を行うことを原則としていることから、「期待される
水準を下回る」の判断を行う。

また、中期目標の達成状況評価においても同様とする。

【修正箇所】
修正に関して、以下で新旧対照表を示しており、修正箇所は赤部分になります。

P12 「（水準判定に当たっての留意事項）」[教育] （新旧対照表）

旧 新

ⅳ）根拠となる資料・データが不足していたり、記述が不明瞭な部分 ⅳ）根拠となる資料・データが不足していたり、記述が不明瞭な部分

があり分析ができない場合には「判断保留」とし、不明な点を「訪 があり分析ができない場合には「期待される水準を下回る」とし、

問調査時の確認事項」に書き入れてください。 不明な点を「訪問調査時の確認事項」に書き入れてください。

P17 「（水準判定に当たっての留意事項）」[研究] （新旧対照表）

旧 新

ⅳ）根拠となる資料・データが不足していたり、記述が不明な部分が ⅳ）根拠となる資料・データが不足していたり、記述が不明瞭な部分

あり分析ができない場合には「判断保留」とし、不明な点を「訪問 があり分析ができない場合には「期待される水準を下回る」とし、

調査時の確認事項」に書き入れてください。 不明な点を「訪問調査時の確認事項」に書き入れてください。

P23 「（評価に当たっての留意事項）」（新旧対照表）

旧 新

ⅳ）根拠となる資料・データが不足していたり、記述が不明瞭で取組 ⅳ）根拠となる資料・データが不足していたり、記述が不明瞭で取組

や活動、成果の状況に不明な点がある場合で分析ができない場合に や活動、成果の状況に不明な点がある場合で分析ができない場合に

は「判断保留」とし、不明な点を「訪問調査時の確認事項」に書き は「目標の達成状況が不十分である」とし、不明な点を「訪問調査

入れてください。 時の確認事項」に書き入れてください。
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(3)「重点的に取り組む領域の分析」に関する修正
【修正理由】

重点的に取り組む領域の分析では、「重点的に取り組む領域説明書」（Ⅲ表）ごとに水準及び達成状況を判断することと
していたが、①「重点的に取り組む領域説明書」（Ⅲ表）は達成状況報告書に記載される中期目標の達成状況、中期計画
の実施状況を分析する上での資料であること、②中期目標・中期計画や「重点的に取り組む領域説明書」（Ⅲ表）に記載
される目的及び目指す水準は多様であることから、個々の「重点的に取り組む領域説明書」（Ⅲ表）ごとの水準及び達成
状況の判断までは行わないこととする。

なお、同説明書の「５．選定された研究業績リスト」に挙げる研究業績の判定結果は別様式に記入することとし、同説
明書の（機構記入欄）を削除する。

【修正箇所】
修正に関して、以下で新旧対照表を示しており、修正箇所は赤部分になります。

P16 「（重点的に取り組む領域に係る研究業績の分析）」 （新旧対照表）

旧 新

中期目標・中期計画に基づいて重点的に取り組まれた領域の総合的 中期目標・中期計画に基づいて重点的に取り組まれた領域の総合的

な達成状況は、達成状況判定会議の各グループにおいて、「重点的に取 な達成状況は、達成状況判定会議の各グループにおいて、「重点的に取

り組む領域」ごとの水準及び達成状況を判断した上で、最終的に評価 り組む領域」ごとの水準及び達成状況を分析した上で、最終的に評価

を行います。（略） を行います。（略）

個々の業績の水準判定結果は、重点的に取り組む領域ごとに集計を 個々の業績の水準判定結果は、重点的に取り組む領域ごとに集計を

行い（個々の業績の水準判定結果を実績報告書作成要領別紙５の「５． 行い、達成状況判定会議の各グループが審議を行う際の資料として提

選定された研究業績リスト」の（機構記入欄）に記入）、達成状況判定 供します。

会議の各チームが審議を行う際の資料として提供します。 達成状況判定会議の各グループでは、「重点的に取り組む領域説明書」

達成状況判定会議の各チームでは、まず、「重点的に取り組む領域説 （Ⅲ表）（同要領別紙５）ごとに水準及び達成状況について分析を行い

明書」（Ⅲ表）（同要領別紙５）ごとに水準及び達成状況を判断します ます。

（別紙５の１頁目の右上にある２つの(機構記入欄)に記入）。その上で、

重点的に取り組む領域の総合的な達成状況を評価します。

P21 「中期目標の達成状況評価の流れ」の一部 （新旧対照表）

旧 新

重点的に取り組む領域 重点的に取り組む領域

【研究業績水準判定組織の各専門部会の評価者】 【研究業績水準判定組織の各専門部会の評価者】

○研究業績の分析 ○研究業績の分析
SS、Ｓ、それ以外の区分の判断（16頁参照） SS、Ｓ、それ以外の区分の判断（16頁参照）

【達成状況判定会議】 【達成状況判定会議】

重点的に取り組む領域の分析 重点的に取り組む領域の分析（22頁参照）
①水準の分析（４段階の判断）（22頁参照）
②達成状況の分析（４段階の判断）（22頁参照）

P22 「②重点に取り組む領域の分析」 （新旧対照表）

旧 新

中期目標・中期計画に基づいて重点的に取り組まれた領域について 中期目標・中期計画に基づいて重点的に取り組まれた領域について

は、資料として「重点的に取り組む領域説明書」（Ⅲ表）が提出されて は、資料として「重点的に取り組む領域説明書」（Ⅲ表）が提出されて

います。 います。

この説明書には、個々の領域研究等の概要、達成状況（進捗状況）、 この説明書には、個々の領域研究等の概要、達成状況（進捗状況）、

及び主要な研究業績について記述されています。評価者は、個々の領 及び主要な研究業績について記述されています。評価者は、個々の領

域研究等の水準や達成状況（進捗状況）の分析を行い、それぞれ段階 域研究等の水準や達成状況（進捗状況）の分析を行います。

（４段階）を判断します。その際、水準については「分析項目の段階 分析に当たっては、研究業績水準判定組織の各専門部会による、個

判定の区分表」（17頁参照）を準用し、達成状況（進捗状況）について 々の研究業績の水準判定結果を参照します。

は「小項目の段階判定の区分表」（下記参照）を準用します。

分析に当たっては、研究業績水準判定組織の各専門部会による、個

々の研究業績の水準判定結果を参照します。
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(4)「訪問調査スケジュール（例）」の修正
【修正理由】

訪問調査スケジュール（案）について、①訪問調査の日程を２泊３日から１泊２日に見直し、訪問調査の開始時間を遅
らせ、終了時間を早めること、②必要に応じて実施することとしていた「一般教員、支援スタッフ等との面談」「教育研
究活動の現場や各種施設等の整備状況の確認」に充てる時間を一括にすることとする。

【修正箇所】
修正に関して、以下で新旧対照表を示しており、修正箇所は赤部分になります。

P25 「（８）訪問調査スケジュール（例）」 （新旧対照表）

旧 新

＜第１日目＞ ＜第１日目＞

事 項 時間 備 考 事 項 時間 備 考

10:00～ （国立大学法人等到着）訪問調査ミーティング① 12:00～ （国立大学法人等到着）訪問調査ミーティング① 60分

120分

根拠資料・データの収集・調査① 13:00～ 国立大学法人等関係者（責任者）からの意見聴取 120分

根拠資料・データの確認

12:00～ 昼食・休憩 60分

15:00～ 学生・卒業（修了）生との面談 120分

13:00～ 国立大学法人等関係者（責任者）からの意見聴取 90分

17:00～ 休憩 15分

14:30～ 休憩 15分

17:15～ 訪問調査ミーティング② 75分

14:45～ 一般教員、支援スタッフ等との面談 120分 必要に応じて実施

18:30 第１日目終了

16:45～ 根拠資料・データの収集・調査② 60分 必要に応じて実施

＜第２日目＞

17:45～ 休憩 15分

事 項 時間 備 考

18:00～ 学生・卒業（修了）生との面談 90分

9:00～ その他、必要に応じて調査を実施する事項 60分

19:30～ 訪問調査ミーティング② 60分

10:00～ 訪問調査ミーティング③ 60分

＜第２日目＞

11:00 第２日目終了

事 項 時間 備 考

[その他、必要に応じて調査を実施する事項]

9:00～ 教育研究活動の現場や各種施設等の整備状況の確認 120分 必要に応じて実施 ・現況分析部会から要請を受けた事項の調査

・教育研究活動の現場や各種施設等の整備状況の確認

11:00～ 訪問調査ミーティング③ 60分 ・一般教員、支援スタッフ等との面談

12:00～ 昼食・休憩 60分

13:00～ 評価結果の取りまとめ 90分
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(5)「評価結果（原案）」、「評価報告書（原案）」に関する修正
【修正理由】

①達成状況判定会議で作成された「評価結果（原案）」及び現況分析部会で作成された「現況分析結果（原案）」を合わせ
て、「評価報告書（原案）」とする。その「評価報告書（原案）」は、達成状況判定会議で作成することとする。

②「評価結果（原案）」の作成において、「現況分析結果（原案）」を参照することとしており、教育・研究水準に関する
国立大学法人等全体での特徴等を指摘することとしていたが、「現況分析結果（原案）」の判定結果を踏まえた中期目標
（中項目）の段階判定確認を行うことから、国立大学法人等全体での特徴等の指摘は行わないこととする。

③「評価報告書」の確定時期等スケジュールを変更したため、関連する部分を修正する。

【修正箇所】
修正に関して、以下で新旧対照表を示しており、修正箇所は赤部分になります。

P ⅲ「目次」 （新旧対照表）

旧 新

（略） （略）

第３章 評価の方法 ---------------------------------------11 第３章 評価の方法 --------------------------------------11

第１節 現況分析部会の作業 -----------------------------11 第１節 現況分析部会の作業 ----------------------------11

（中略） （中略）

第２節 達成状況判定会議の作業 -------------------------19 第２節 達成状況判定会議の作業 ------------------------19

１ 書面調査 ---------------------------------------20 １ 書面調査 --------------------------------------20

２ 訪問調査 ---------------------------------------24 ２ 訪問調査 --------------------------------------24

３ 評価結果（原案）の作成 -------------------------26 ３ 評価結果（原案）の作成 ------------------------26

第３節 国立大学教育研究評価委員会の作業 ---------------27 ４ 評価報告書（原案）の作成 ----------------------26

（略） 第３節 国立大学教育研究評価委員会の作業 --------------27

（略）

P3 「Ⅳ スケジュール」 （新旧対照表）

旧 新

平成20年６月末 実績報告書の受理 平成20年６月末 実績報告書の受理

平成20年７月～平成21年２月 機構における教育研究評価 平成20年７月～12月 機構における教育研究評価

（書面調査及び訪問調査）の実施 （書面調査及び訪問調査）の実施

平成21年２月 評価結果（案）の 平成21年１月 評価報告書（案）の

国立大学法人等への送付 国立大学法人等への送付

平成21年２月 意見の申立てへの対応 平成21年２月 意見の申立てへの対応

平成21年３月 評価結果の確定 平成21年２月 評価報告書の確定

国立大学法人等へ提供 文部科学省 社会へ公表 国立大学法人等へ提供 文部科学省 社会へ公表

国立大学法人評価委員会へ提供 国立大学法人評価委員会へ提供

P6 「（１）国立大学教育研究評価委員会」 （新旧対照表）

旧 新

③ 書面調査、訪問調査等の評価作業全般を総括するとともに、達成 ③ 書面調査、訪問調査等の評価作業全般を総括するとともに、達成

状況判定会議が作成する評価結果（原案）、対象国立大学法人等からの 状況判定会議が作成する評価報告書（原案）、対象国立大学法人等から

意見の申立てへの対応等について、審議・決定します。 の意見の申立てへの対応等について、審議・決定します。
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P6 「（２）達成状況判定会議」 （新旧対照表）

旧 新

① 達成状況判定会議は、書面調査及び訪問調査を行い、中期目標の ① 達成状況判定会議は、書面調査及び訪問調査を行い、中期目標の

達成状況の評価を実施します。その際、学部・研究科等の現況分析も 達成状況の評価を実施します。その際、学部・研究科等の現況分析結

参照します。これらの調査結果に基づき評価結果（原案）を作成し、 果も参照します。これらの調査結果に基づき評価報告書（原案）を作

評価委員会に提出します。 成し、評価委員会に提出します。

P9「評価プロセスの全体像」 （新旧対照表）

旧 新

評価プロセスの全体像 評価プロセスの全体像

評 価 委 員 会 評 価 委 員 会

○書面調査・訪問調査等の基本的な方法や手順の決定 ○書面調査・訪問調査等の基本的な方法や手順の決定

○達成状況判定会議、現況分析部会、研究業績水準判定組織の編成 ○達成状況判定会議、現況分析部会、研究業績水準判定組織の編成

○達成状況判定会議の評価担当国立大学法人等の決定 ○達成状況判定会議の評価担当国立大学法人等の決定

現況分析部会 達成状況判定会議 現況分析部会 達成状況判定会議

○役割分担（担当学部・研究科等）の決定 ○役割分担（担当国立大学法人等）の決定 ○役割分担（担当学部・研究科等）の決定 ○役割分担（担当国立大学法人等）の決定

○書面調査の基本的な進め方の確認 ○書面調査の基本的な進め方の確認 ○書面調査の基本的な進め方の確認 ○書面調査の基本的な進め方の確認

実 績 報 告 書 の 受 理 実 績 報 告 書 の 受 理

<研究業績水準判 <研究業績水準判
定組織>の研究業 定組織>の研究業

＜書面調査＞ 績の水準判定結果 ＜書面調査＞ ＜書面調査＞ 績の水準判定結果 ＜書面調査＞

○訪問調査確認事項の要請 達成状況判定会議 ○訪問調査確認事項の要請 達成状況判定会議

○訪問調査での確認事項の整理 等 ○訪問調査での確認事項の整理 等

＜ 訪 問 調 査 ＞ ＜ 訪 問 調 査 ＞

現況分析部会 達成状況判定会議 現況分析部会 達成状況判定会議

○学部・研究科等の現況分析結果（原案）の作成 ○中期目標の達成状況に関する評価結果（原案）の ○学部・研究科等の現況分析結果（原案）の作成 ○中期目標の達成状況に関する評価結果（原案）の

作成 作成

○評価結果（原案）に現況分析結果（原案）

を併せ、評価報告書（原案）の作成

評 価 委 員 会 評 価 委 員 会

○中期目標の達成状況に関する評価結果（原案）及び学部・研究科等の現況分析結果（原案）の審議 ○評価報告書（原案）の審議

○評価結果（案）の取りまとめ（各国立大学法人等に通知） ○評価報告書（案）として決定（各国立大学法人等に通知）

○意見の申立てへの対応 ○意見の申立てへの対応

○評価結果の確定 ○評価報告書の確定

○文部科学省国立大学法人評価委員会及び国立大学法人等に提供、社会に公表 ○文部科学省国立大学法人評価委員会及び国立大学法人等に提供、社会に公表
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P10 「３ 中期目標の達成状況評価のプロセス」 （新旧対照表）

旧 新

(3) 達成状況の評価結果（原案）の作成 (3) 達成状況の評価結果（原案）の作成

各チームは、書面調査による分析結果に訪問調査で得られた知見を 各グループは、書面調査による分析結果に訪問調査で得られた知見

加え、達成状況の評価結果（原案）を作成して、評価委員会へ提出 を加え、達成状況の評価結果（原案）を作成します。

します。その際、現況分析結果（原案）に基づいて、それぞれの国

立大学法人等における主要な傾向や重要な特徴等を取りまとめます。 (4) 評価報告書（原案）の作成

達成状況判定会議は、達成状況の評価結果（原案）に、現況分析部

会から提出された現況分析結果（原案）を併せ、評価報告書（原案）

を作成し、評価委員会に提出します。

P10 「４ 国立大学教育研究評価委員会の評価のプロセス」 （新旧対照表）

旧 新

(1) 評価結果（案）の決定 (1) 評価報告書（案）の決定

評価委員会は、達成状況判定会議から提出された評価結果（原案） 評価委員会は、達成状況判定会議から提出された評価報告書（原案）

を審議し、評価結果（案）として決定します。 を審議し、評価報告書（案）として決定します。

(2) 意見の申立て (2) 意見の申立て

評価結果を確定する前に、評価結果（案）をそれぞれの国立大学法 評価報告書を確定する前に、評価報告書（案）をそれぞれの国立大

人等に通知し、その内容に対する意見の申立てを受ける機会を設け 学法人等に通知し、その内容に対する意見の申立てを受ける機会を

ます。申立てがあった場合には、再度、審議を行った上で、評価結 設けます。申立てがあった場合には、再度、審議を行った上で、評

果を確定します。審議に当たっては、必要に応じて、評価委員会の 価報告書を確定します。審議に当たっては、必要に応じて、評価委

下に審査会を設け、当該国立大学法人等の評価を担当した学系部会、 員会の下に審査会を設け、当該国立大学法人等の評価を担当した学

チームの意見を聴取します。 系部会、グループの意見を聴取します。

P21 「中期目標の達成状況評価の流れ」の一部 （新旧対照表）

旧 新

【達成状況判定会議】 【達成状況判定会議】

＜評価結果（原案）の作成＞ ＜評価報告書（原案）の作成＞

①中期目標の達成状況に関する評価結果（原案） ①中期目標の達成状況に関する評価結果（原案）

・段階判定結果、判断理由、優れた点等の特記 ・段階判定結果、判断理由、優れた点等の特記

・教育・研究水準に関する国立大学法人等の全体としての ②上記の評価結果の資料として

主要な傾向や重要な特徴等の記述 ・学部・研究科等の教育に関する現況分析結果（原案）

②上記の評価結果の資料として ・学部・研究科等の研究に関する現況分析結果（原案）

・学部・研究科等の教育に関する現況分析結果（原案）

・学部・研究科等の研究に関する現況分析結果（原案）
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P26 「３ 評価結果（原案）の作成」 （新旧対照表）

旧 新

３ 評価結果（原案）の作成 ３ 評価結果（原案）の作成

各チームは、前述の書面調査及び訪問調査の結果に基づいて、現況 各グループは、前述の書面調査及び訪問調査の結果に基づいて、現

分析部会から提出された「教育の現況分析結果（原案）」や「研究の現 況分析部会から提出された「教育の現況分析結果（原案）」や「研究

況分析結果（原案）」を参照しながら、分析結果について審議・検討し の現況分析結果（原案）」を参照しながら、分析結果について審議・

た上で評価結果（原案）を作成します。この評価結果（原案）は、評 検討した上で評価結果（原案）を作成します。評価結果（原案）の構

価委員会に提出されます。評価結果（原案）の構成及び記述内容は、 成及び記述内容は、次のとおりです。

次のとおりです。

(1) 評価結果（原案） (1) 評価結果（原案）

評価結果（原案）は、「教育に関する目標」と「研究に関する目 評価結果（原案）は、「教育に関する目標」と「研究に関する目

標」等、それぞれの目標（大項目）ごとに下記の評価区分により段 標」等、それぞれの目標（大項目）ごとに下記の評価区分により段

階式で評価結果を示すとともに、その結果を導いた理由を記述しま 階式で評価結果を示すとともに、その結果を導いた理由を記述しま

す。その際、前述（第２部第３章第１節）の現況分析部会の分析結 す。その際、前述（第２部第３章第１節）の現況分析部会の分析結

果（原案）を参考に、教育・研究水準に関する国立大学法人等全体 果（原案）を参考にします。（略）

での特徴等について指摘します。（略）

(2) 中期目標（中項目）ごとの評価 (2) 中期目標（中項目）ごとの評価

各チームは、書面調査及び訪問調査を経て検討・整理した分析 各グループは、書面調査及び訪問調査を経て検討・整理した分

結果に基づき、中期目標（中項目）ごとの評価を判断します。中 析結果に基づき、中期目標（中項目）ごとの評価を判断します。

期目標（中項目）ごとの評価は、上記(1)の「段階判定の区分表」 中期目標（中項目）ごとの評価は、上記(1)の「段階判定の区分表」

により段階式で示します。 により段階式で示します。

４ 評価報告書（原案）の作成

達成状況判定会議では、各グループで作成された「評価結果（原案）」

に現況分析部会から提出された「教育の現況分析結果（原案）」や「研

究の現況分析結果（原案）」を併せ、「評価報告書（原案）」を作成しま

す。この「評価報告書（原案）」は評価委員会に提出されます。

P27 「第３節 国立大学教育研究評価委員会の作業」 （新旧対照表）

旧 新

(1) 達成状況判定会議から提出された評価結果（原案）は、評価委 (1) 達成状況判定会議から提出された評価報告書（原案）は、評価委

員会での審議を経て評価結果（案）として決定します。評価委員 員会での審議を経て評価報告書（案）として決定します。評価委員

会は、この評価結果（案）を対象国立大学法人等に通知します。 会は、この評価報告書（案）を対象国立大学法人等に通知します。

(2) 対象国立大学法人等は、機構から通知された評価結果（案）に (2) 対象国立大学法人等は、機構から通知された評価報告書（案）に

対して、実績報告書の内容又は根拠資料・データに対する事実誤 対して、実績報告書の内容又は根拠資料・データに対する事実誤認

認等が評価結果に影響を及ぼしていると判断する場合に、意見の 等が評価結果に影響を及ぼしていると判断する場合に、意見の申立

申立てを行います。 てを行います。

(3) 評価結果（案）に対する意見の申立てがあった場合には、評価 (3) 評価報告書（案）に対する意見の申立てがあった場合には、評価

委員会において、再度、審議を行った上で、評価結果を確定しま 委員会において、再度、審議を行った上で、評価報告書を確定しま

す。審議に当たっては、必要に応じて、評価委員会の下に審査会 す。審議に当たっては、必要に応じて、評価委員会の下に審査会を

を設け、当該国立大学法人等の評価を担当した部会等の意見を聴 設け、当該国立大学法人等の評価を担当した部会等の意見を聴取し

取します。 ます。

(4) 評価委員会が作成する評価報告書は次のとおりです。（別紙２ (4) 評価委員会が作成する評価報告書は次のとおりです。（別紙２

「評価報告書のイメージ」29～32頁参照） 「評価報告書のイメージ」29～32頁参照）

①中期目標の達成状況に関する評価結果 ①中期目標の達成状況に関する評価結果

・達成状況の段階判定結果、判断理由、優れた点等の特記 ・達成状況の段階判定結果、判断理由、優れた点等の特記

・②で示す学部・研究科等の現況分析結果を踏まえた教育・研究 ②上記の評価結果の資料として

水準に関する国立大学法人等の全体としての主要な傾向や重要 ・学部・研究科等の教育に関する現況分析結果

な特徴の記述 ・学部・研究科等の研究に関する現況分析結果

②上記の評価結果の資料として ③ 意見の申立ての内容及び評価委員会の判断（意見の申立てがあ

・学部・研究科等の教育に関する現況分析結果 った場合のみ）

・学部・研究科等の研究に関する現況分析結果

③意見の申立ての内容及び評価委員会の判断（意見の申立てがあ

った場合のみ）
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P29 「別紙２ 中期目標の達成状況に関する評価結果イメージ」右上 （新旧対照表）

旧 新

P29 「別紙２ 中期目標の達成状況に関する評価結果イメージ」 左下（新旧対照表）

旧 新

○○大学

Ⅰ 教育に関する目標

１．達成状況の評価結果

目標の達成状況が良好である。

２．評価結果の判断理由

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
（教育水準に関する国立大学法人等全体での特徴、注目すべき質の向上が見られたものの指
摘を含む）

３．中期目標ごとの評価

(1)教育の成果に関する目標
目標の達成状況が良好である。

(2)教育内容等に関する目標
目標の達成状況が良好である。

(3)教育の実施体制等に関する目標
目標の達成状況が良好である。

(4)学生への支援に関する目標
目標の達成状況が良好である。

４．優れた点、改善を要する点、特色ある点
（優れた点）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（改善を要する点）・・・・・・・・・・・・・
（特色ある点）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

－1－

○○大学

Ⅰ 教育に関する目標

１．達成状況の評価結果

目標の達成状況が良好である。

２．評価結果の判断理由

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

３．中期目標ごとの評価

(1)教育の成果に関する目標
目標の達成状況が良好である。

(2)教育内容等に関する目標
目標の達成状況が良好である。

(3)教育の実施体制等に関する目標
目標の達成状況が良好である。

(4)学生への支援に関する目標
目標の達成状況が良好である。

４．優れた点、改善を要する点、特色ある点
（優れた点）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（改善を要する点）・・・・・・・・・・・・・
（特色ある点）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

－1－

○○大学

Ⅱ 研究に関する目標

１．達成状況の評価結果

目標の達成状況が良好である。

２．評価結果の判断理由

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
（研究水準に関する国立大学法人等全体での特徴、注目すべき質の向上が見られたものの指
摘を含む）

３．中期目標ごとの評価

(1)研究水準及び研究の成果等に関する目標
目標の達成状況が良好である。

(2)研究実施体制等の整備に関する目標
目標の達成状況が良好である。

４．優れた点、改善を要する点、特色ある点
（優れた点）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（改善を要する点）・・・・・・・・・・・・・
（特色ある点）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

－２－

○○大学

Ⅱ 研究に関する目標

１．達成状況の評価結果

目標の達成状況が良好である。

２．評価結果の判断理由

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

３．中期目標ごとの評価

(1)研究水準及び研究の成果等に関する目標
目標の達成状況が良好である。

(2)研究実施体制等の整備に関する目標
目標の達成状況が良好である。

４．優れた点、改善を要する点、特色ある点
（優れた点）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（改善を要する点）・・・・・・・・・・・・・
（特色ある点）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

－２－
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(6)研究業績水準判定結果提出先の修正
【修正理由】

研究業績水準判定組織は、「研究業績説明書」（Ⅱ表及びⅣ表）に基づいて、各研究業績の水準を判定し、現況分析部会
及び達成状況判定会議に提出するため、関連する部分を修正する。

【修正箇所】
修正に関して、以下で新旧対照表を示しており、修正箇所は赤部分になります。

P6 「１．委員会等の編成」 （新旧対照表）

旧 新

(4) 研究業績水準判定組織 (4) 研究業績水準判定組織

① 研究業績水準判定組織は、国立大学法人等から提出された「研 ① 研究業績水準判定組織は、国立大学法人等から提出された「研

究業績説明書」（Ⅱ表及びⅣ表）に基づいて、各研究業績の水準 究業績説明書」（Ⅱ表及びⅣ表）に基づいて、各研究業績の水準

を判定し、現況分析部会に提出します。 を判定し、現況分析部会、達成状況判定会議に提出します。



- 12 -

(7)「達成状況報告書イメージ」の修正

【修正理由】

「実績報告書作成要領」の「中期目標の達成状況報告書イメージ」を修正したため。

【修正箇所】

修正に関して、以下で新旧対照表を示しており、修正箇所は赤部分になります。

P33 ～ 34 「参考資料 中期目標の達成状況報告書イメージ」（新旧対照表）

①教育

旧 新

○○大学 教育

Ⅱ 中期目標ごとの自己評価

１ 教育に関する目標（大項目）

（１）中項目１｢・・・・・・」の達成状況分析

①小項目の分析
○小項目１「・・・・・・」の分析

a)関連する中期計画の分析
●「・・・・」に係る状況
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （資料・データ番号）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 資料データの内容

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （出典）
●「・・・・」に係る状況

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・
・

b)「小項目１」の達成状況
（達成状況の判断）・・・・・・・・・・・
（判断理由）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

○小項目２「・・・・・・」の分析
・
・

②中項目１の達成状況
（達成状況の判断）・・・・・・・・・・・・
（判断理由）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
③優れた点及び改善を要する点等
（優れた点）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（改善を要する点）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（特色ある点）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）中項目２｢・・・・・・」の達成状況分析
・
・

－2－

○○大学 教育

Ⅱ 中期目標ごとの自己評価

１ 教育に関する目標（大項目）

（１）中項目１｢・・・・・・」の達成状況分析

①小項目の分析
○小項目１「・・・・・・」の分析

a)関連する中期計画の分析
計画１－１「・・・・」に係る状況
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （資料・データ番号）
・・・・・・・・・・・・・・・・・
計画１－２ ウエイト「・・・・」に係る 資料データの内容

状況 （出典）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・
・

b)「小項目１」の達成状況
（達成状況の判断）・・・・・・・・・・・
（判断理由）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

○小項目２ ウエイト「・・・・・・」の分析
・
・

②中項目１の達成状況
（達成状況の判断）・・・・・・・・・・・・
（判断理由）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
③優れた点及び改善を要する点等
（優れた点）１．・・・・・・・・・・・・・・・・・・（計画１－２）

２．・・・・・・・・・・・・・・・・（計画２－１）
（改善を要する点）１．・・・・・・・・・・・・・・・（計画１－１）
（特色ある点）１.・・・・・・・・・・・・・・・・・・（計画２－２）

（２）中項目２｢・・・・・・」の達成状況分析
・
・

－2－
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②研究、社会連携

旧

新

○○大学 研究

２ 研究に関する目標（大項目）

（１）中項目１｢・・・・・・」の達成状況分析

①小項目の分析
○小項目１「・・・・・・」の分析

a)関連する中期計画の分析
●「・・・・」に係る状況
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （資料・データ番号）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 資料データの内容

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （出典）
●「・・・・」に係る状況

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・
・

b)「小項目１」の達成状況
（達成状況の判断）・・・・・・・・・・・
（判断理由）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

○小項目２「・・・・・・」の分析
・
・

②中項目１の達成状況
（達成状況の判断）・・・・・・・・・・・・
（判断理由）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
③優れた点及び改善を要する点等
（優れた点）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（改善を要する点）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（特色ある点）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）中項目２｢・・・・・・」の達成状況分析
・
・

－○－

○○大学 社会連携

３ 社会との連携、国際交流等に関する目標（大項目）

（１）中項目１｢・・・・・・」の達成状況分析

①小項目の分析
○小項目１「・・・・・・」の分析

a)関連する中期計画の分析
●「・・・・」に係る状況
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （資料・データ番号）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 資料データの内容

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （出典）
●「・・・・」に係る状況

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・
・

b)「小項目１」の達成状況
（達成状況の判断）・・・・・・・・・・・
（判断理由）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

○小項目２「・・・・・・」の分析
・
・

②中項目１の達成状況
（達成状況の判断）・・・・・・・・・・・・
（判断理由）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
③優れた点及び改善を要する点等
（優れた点）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（改善を要する点）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（特色ある点）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

－○－

○○大学 研究

２ 研究に関する目標（大項目）

（１）中項目１｢・・・・・・」の達成状況分析

①小項目の分析
○小項目１「・・・・・・」の分析

a)関連する中期計画の分析
計画１－１「・・・・」に係る状況
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （資料・データ番号）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 資料データの内容

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （出典）
計画１－２ ウエイト「・・・・」に係る
状況

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・
・

b)「小項目１」の達成状況
（達成状況の判断）・・・・・・・・・・・
（判断理由）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

○小項目２ウエイト「・・・・・・」の分析
・
・

②中項目１の達成状況
（達成状況の判断）・・・・・・・・・・・・
（判断理由）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
③優れた点及び改善を要する点等
（優れた点）１．・・・・・・・・・・・・・・・・・・（計画１－２）

２．・・・・・・・・・・・・・・・・（計画２－１）
（改善を要する点）１．・・・・・・・・・・・・・・・（計画１－１）
（特色ある点）１.・・・・・・・・・・・・・・・・・・（計画２－２）

（２）中項目２｢・・・・・・」の達成状況分析
・
・

－○－

○○大学 社会連携

３ 社会との連携、国際交流等に関する目標（大項目）

（１）中項目１｢・・・・・・」の達成状況分析

①小項目の分析
○小項目１「・・・・・・」の分析

a)関連する中期計画の分析
計画１－１「・・・・」に係る状況
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （資料・データ番号）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 資料データの内容

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （出典）
計画１－２ ウエイト「・・・・」に係る
状況

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・
・

b)「小項目１」の達成状況
（達成状況の判断）・・・・・・・・・・・
（判断理由）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

○小項目２ ウエイト「・・・・・・」の分析
・
・

②中項目１の達成状況
（達成状況の判断）・・・・・・・・・・・・
（判断理由）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
③優れた点及び改善を要する点等
（優れた点）１．・・・・・・・・・・・・・・・・・・（計画１－２）

２．・・・・・・・・・・・・・・・・（計画２－１）
（改善を要する点）１．・・・・・・・・・・・・・・・（計画１－１）
（特色ある点）１.・・・・・・・・・・・・・・・・・・（計画２－２）

（２）中項目２｢・・・・・・」の達成状況分析
・
・

－○－
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(8)「現況調査表イメージ」の修正

【修正理由】

「実績報告書作成要領」の「学部・研究科等の現況調査表イメージ」を修正したため。

【修正箇所】

修正に関して、以下で新旧対照表を示しており、修正箇所は赤部分になります。

P35 「参考資料 学部・研究科等の現況調査表 教育 イメージ」 （新旧対照表）

旧 新

○○大学○○学部

Ⅰ ○○学部の教育目的と特徴

１ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
２ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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